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A Study of Instruction Model on "Constitutional Rights" Learning in the United States of 














































法の草案は， GHQ民政局のメンバーである アメ リカ
人によって執筆され，基本的人権の規定，特に自由権
や刑事手続きに関する条文は，アメ リカ合衆国憲法を
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・犯罪捜査の適正化 の起源 ・ ト
--·················-·-・—---------------------------------------------------------------------------------------------
修正5条 「大陪審の保障，二重の危険，デュー ・プロ ・刑事手続きの歴史 歴史・判 2 










修正 9条 「人民の権利に関する一般条項」 ・列挙された権利と列挙されていな
い権利ー・・・・・・・―---．..．.．．----
修正10条 「留保権限」
































Linda R. Monk and Charles R. Sass, The Bill of Rights: a user's guide Teachers Guide, Close up Publishing, 2004. 及び LindaR. Monk, The 



























































表 2 小単元 1「権利の概念」の単元構成
テーマ 主 な問題 学習活動 単元の構造





2アメリカ市民としての権利 ①あなたはアメ リカ市民としてどのような権利を：・アメリカ市民としての権利把握 卜 的把握
持つのか？ ：・権利章典に規定されている権利
1 














Linda R. Monk and Charles R. Sass, The Bill of Rights: a user's guide Teachers Guide, Close up Publishing, 2004, pp 8-9. Linda R. Monk, The 
Bill of Rights: a user's guide, Close up Publishing, 2004, pp 13-20.を参照し作成．
アメリカ合衆国における“憲法上の基本的人権”学習論 101 
表 3 パート 2 「権利章典により保障される権利」「民主主義 における少数者の権利」の教授 ・学習過程
展




◎ 「権利章典」によって保障される権利のなかで， T 発問する ◎権利章典を参照し，自分が重要であると考える権利を挙げる． 問題把握
あなたが重要であると考えるものは何ですか？ P 問題把握
① 「ハンドアウト 1 権利と自由のランキン T 指示する ①「ハンドアウト 1 権利と自由のランキング」を解く一「権利章典」










•あなたが選ばなかった 7 の権利のなかで，リ 【正当な理由に基づく捜査令状の発行］ ひとり に
の ストから最もはずしにくかった権利はどれ 【公訴提起前の大陪審による正式起訴の必要】 よる価値
ラ
ですか？また，なぜはずしにくかったのです ［同一犯罪について重ねて刑事罰を科すことの禁止 （二重の危険）】 判断ン
キ か？ ［本人の窓思に反して証言を強要することの禁止］









② プリントに列挙されている 17の権利のなか T 発問する ② （直要であると考える権利に投票する．）
で最も重要なものはどれですか？ひとり 1 P 投票する
展 票で投票しなさい．
クラス投開 ・なぜ，ある権利は上位にランクされ，ある権 T 指示する ・（さまざまな議論）「解答例 上記の権利は，信教の自由，表現の自由
2 
利はされないのかについて議論しなさい． P 議論する （言論・出版・集会の自由），請願権，正当な保I競なしの公用収用の
票による， 禁止のほかは，すべて裁判の手続的な権利保障であり ，権利の重要性 民主主義に違いがあるのではないか．」 の擬似体
•もし，下位にランクされていたり，投票され T 発問する ◎ リストに列挙されている17の権利は，すべて，諸個人にとって重要で
験
なかった権利が保障されなかったな ら，公民 P 答える あるだけではなく，アメリカ市民すべてにとって重要である．
権や自由権の侵害となりませんか？
学習活動 4「民主主義における少数者の権利」
0教科苫19ページの下にあるジェームス ・マ T 指示する 「政府に権力があるところではどこでも圧政の危機は存在する．我々の
デイソンの引用を読みなさい． P 読む 政府において，権力の大部分はコミュニティーにある．個人の権利へ





塁 は少数派の権利を侵害していく ．（ジェームス・マデイソン）」 の弱点の
主 ①民主主義における権利の重要性について議 T 指示する ・民主主義は選挙 • 投票による多数意見に基づく政治システムであり， 認識




・全体主義政府による圧政は民主主義の危機 T 発問する ・様々な意見
であるというマデイソンの見解に同意でき P 答える
ますか？






・多数者による圧政は何をもたらしますか？ T 発問する ・マイノリティーの権利侵害 の弱点を
P 答える 補う権利
・アメリカ史や世界史において．圧政が行われ T 発問する ◎アメリカでは，奴隷制による黒人への権利侵害をはじめ，第 2次世界 章典の重
の た例を挙げなさい． P 答える 大戦時の日系人の強制収容，マッカーシーによるレッドパージなど， 要性の認




Linda R. Monk and Charles R. Sass, The Bill of Rights: a user's guide Teachers Guide, Close up Publishing, 2004, pp 8 -9, 及び LindaR. 












(2) 教授 ・学習過程―“経験”と“認識＇の往 復による
立憲民主主義の研究一
では，本単元の中心的な部分であるパー ト2の教







































































































































注2 パート 2の単元構成については，別稿 （引用文献12)中原
2006)において詳しく論じている．ご参照いただきたい．
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